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論 文 要 旨 
 

 

所属ゼミ 山根節研究会 学籍番号 81130021 氏名 青木 英剛 

（論文題名） 
 
 

新産業を創造する ― 宇宙ビジネスを事例として ― 
 
 
 

（内容の要旨） 

 

Appleや Googleのような革新的企業はなぜ現代の日本から生まれないのだろうか。これらの

企業は、関連企業の起業を促し、大きな産業を生み出した。かつての高度経済成長期はホンダ

やソニーを代表とする世界的企業が日本からも生まれていた。しかしながら過去 30 年を遡っ

ても革新的な企業の誕生はごく僅かである。日本企業の時価総額ランキング上位を見ても、通

信や IT系企業数社を除くと長寿企業がほとんどであり、新興企業の活躍が少ない。 

 

日本の宇宙産業においても同様な状況が言える。欧米では民間企業による宇宙ビジネスが盛

り上がり、ベンチャー企業の参入も増えているが、日本では未だに公共事業の状態であり、ご

く一部の大企業では民間の宇宙ビジネスは成立しているが、「産業」とは呼べない状況にある。 

 

日本経済の活性化と雇用創出のためには、新産業の創出が必要であると考える。その一例と

して日本の宇宙産業を、公共事業としてではなくビジネスとして成立させ、民間企業やベンチ

ャー企業の参入を促すことで将来の日本の成長産業に育て上げることを本研究の目的としてい

る。 

 

民間主導による宇宙ビジネスや宇宙の産業化といったテーマの研究は過去にほとんど行われ

ておらず、先行研究なども見られない。本研究では、まずインタビューや学会などへの参加に

より、有識者からの最先端の情報を収集した。そして宇宙分野において、どうすればビジネス

化、そして産業化が可能かについて導き出している。実際に宇宙に着目することで、日本の技

術戦略や他の製造業の方向性が見えることを期待している。また、宇宙開発は究極のものづく

りと言われており、他業界への応用の可能性も多いにあると言える。宇宙の産業化に加えて、

新産業創造についての示唆や日本の未来予想図についての提言も合わせて行いたい。 

 
 
 


